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令和２年１２月号

西公民館だより
(師走)

今年は、春先からコロナウイルスの脅威の中で感染防止や日

常生活などに不安の日々が続いた年でありました。

西公民館でも感染防止のための休館措置をはじめ、３月には

総合フェスタの開催も中止に至りました。そして現在も規制を

お願いしながら公民館を利用していただいていますので、コロ

ナ禍が早く収束して本来の公民館活動が安心して出来るように

と願うばかりです。

こうした年ではありましたが、皆様方からご協力をいただい

て公民館の運営に携わる事が出来ました事を感謝すると共に改

めて御礼申し上げます。誠にありがとうございました。

館 長 志 村 克 美

（３２）３１５４

主 事 津田 はるみ

（３３）３２５４

総合フェスタ再度中止

来春の西公民館総合フェスタ開催について運営委

員会に諮ったところ、現在のコロナ禍の情勢での実

施は憂慮すべきとの判断を得たため、誠に残念です

が今年度も開催を断念する事となりました。

なお、文芸作品は展示会を実施する事となり、開

催日程等が確定次第ご案内しますので、学習成果の

作品を出展をされますようお願い致します。

Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示
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かご作り教室を開催しました

今回も鈴木洋子先生の指導と白川さゆり先生からサポ

ートを受けて「かご作り」の教室を開催しました。

先ず初日は、かごの材質となるクラフトバンドの色選

びが各々の好みで始まり、その後バンドを切ったり割い

たりしながら編み込んでいく作業を続け、最終日には見

事な手作りのバックが２個づつ完成しました。

参加者は想いを込めたバックの出来栄えにご満悦で、

お互に作品の型や色模様を称賛し合いながら３日間の作

業を楽しんでいただきました。(主 事)

(３日間の作業に集中して納得の作品を完成させました)

クリスマスリースを作りました

コロナ禍で家族との遠出を自粛している子供さん向け

に、親子でクリスマスリースを作る「ふれあい教室」を

西公民館で楽しんでいただきました。
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作業は、小枝のリースを形づくり、どんぐりと松ぼっ

くり、それに唐辛子で色彩を加えてリボンを飾り、出来

上がりにアロマの香りを付けたオリジナルのクリスマス

リースを親子で立派に完成させました。

参加者は、工夫を凝らして指導いただいた小島美穂先

生にお礼を述べ、子供さんは「お母さんと一緒のリース

作りが嬉しかったです」などと感想もあって、楽しいひ

と時を過ごすことが出来ました。(主 事)

(家族と楽しい作業が出来て良かったです)

季節の花を植えました

今年も「花のまちづくり推進事業」により、西公民館や公

園を利用する皆様が気持よくお使いいただけるように、こ

れからの季節に楽しめる花を植栽しました。

作業はガールスカウト山梨県第１２団の皆さんをはじめ、

運営委員と公民館利用者の協力をいただいて、館内外の

清掃とシクラメン、パンジー、ビオラの植え付け作業が行

われました。

植え付けた花 協力いただいた皆さん 植栽作業
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